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I. 目的・機能 

財務会計業務の目的及び機能は以下の通りである。 

 

1. 目的 

財務会計業務とは、国立病院機構（以下、「機構」という。）の予算及び資金計画、決算、経営分

析、資産管理等に係る業務であり、機構の各病院の会計取引の事実を記録・管理し、PL・BS 等の

財務諸表を作成・出力する「財務会計システム」、固定資産、備品、リース物件の情報を台帳管理し、

各種帳票にて集計出力する「固定資産管理システム」、入力された物品の情報に基づいて、購入依

頼、発注管理、納品検収処理、月次棚卸しを行う「購買管理システム」、部門別損益計算書や経営

管理指標を作成し、月別／年度別推移や各病院間の比較を行う「経営分析システム」により、これ

らの一連の財務会計事務を処理する。 

 

2. 機能 

財務会計業務は、主として以下に掲げる業務・機能により構成される。 

（1）収入業務 

機構における主な収入業務は、大きく分けて医療費等の窓口収入と国保・基金からの診療

報酬収入の 2 種類である。これらの収入を入金伝票は入金日、振替伝票（未収計上）は月末

を仕訳日とし起票する。収入業務のデータは、病院情報システム（医事会計システム）で管理

しており、フロッピーディスク等によりデータを財務会計システムへ取込み、振替伝票、入金伝

票を起票する業務である。 

 

（2）支出業務 

物品（医薬品・消耗品・備品等）の購入を行う場合は、原則として各部署より購入依頼書を

企画課へ提出して、企画課にて物品の調達から納品検収までを実施する。納品検収が完了

後、物品を購入先部署へ渡して、物品情報データの登録を購買管理システムから財務会計シ

ステムへのオンラインデータ送信機能で実施する。 

企画課は、物品情報データを元に請求書等の証跡と突合のうえ、振替伝票は発生の都度、

出金伝票は出金日を仕訳日とし起票する。なお、出金伝票は取引金融機関のデータ送信期

限迄に起票する。 

（3）予算・資金計画 

予算・資金計画は、本部より病院、ブロック事務所へ年度計画資料を提示するよう依頼があ

り、病院、ブロック事務所は年度計画を作成して本部へ送付して、本部は機構全体の予算を

確定する業務である。 

予算・資金計画を本部が財務会計システムに取り込むことにより、月次の資金計画を閲覧

することが可能となる。 
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（4）月次決算業務 

毎月 15 日までに財務会計の前月の月次決算を実施する。月次決算の確認は、チェックリス

トにより財務会計システムの月末残高と通帳残高の一致確認等を実施している。 

月次決算は、本部、ブロック事務所、病院それぞれで実施して、決算金額に問題がなけれ

ば病院は管轄のブロック事務所へデータ送信を行う。ブロック事務所は、管下病院の月次決

算を確認して問題なければ本部へ送信するという一連の業務である。 

 

（5）年次決算業務 

機構本部、ブロック事務所、病院ごとに 3 月度月次決算完了後に年次決算を実施して、病

院は管轄のブロック事務所へデータ送信を行う。ブロック事務所は本部へ送信し、機構本部に

て機構全体の連結決算を実施する業務である。 

年次決算後に出力される帳票は、「独立行政法人会計基準」及び「独立行政法人会計基準

注解」に準拠している。 

 

（6）経営分析業務 

病院の経営分析は、自病院の月次決算等に基づき独自に資料を作成して実施している。 

機構本部で実施する機構全体の経営分析は、毎月病院から送信されてくる患者数データ、

給与データ、病院決算データ及び部門別決算データを基に、機構本部にて経営分析資料をま

とめて役員へ報告するという一連の業務である。 

なお、政策医療ごとの収支状況等を分析するため、政策医療ごとの損益計算書を作成する

「政策医療コスト分析ソフトウェア」を導入した。 

 

（7）固定資産管理業務 

固定資産等の情報（取得、除却、減価償却、期末残高等）を管理し、これらの情報を基に会

計情報を作成する業務である。固定資産管理を実施することにより作成される仕訳情報は財

務会計システムと連携している。 

 

（8）購買管理業務 

物品（医薬品・消耗品・備品等）の購入にかかる情報データを基に、購入伺い等の帳票作成

や会計情報データを作成する。購買管理を実施することにより作成される仕訳情報は財務会

計システムと連携している。 
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II. 管理・運用体制図 

財務会計システム群の管理・運用体制は以下の通りである。 

 

財務会計システム群に関しては、管理・運用についてシステムの管轄部門である企画経営部及

び財務部の担当者でワーキンググループを設置し、システムの仕様や改修等についての検討を行

う。また、HOSPnet 全体の運用については、IT 推進室が管理を行っている。 

 

 

 

 

 

システム管理責任者
総務部長

システム管理・運用担当
総務部IT推進室

業務管理責任者
企画経営部長

業務管理・運用担当
企画経営部

業務管理責任者
財務部長

業務管理・運用担当
財務部

財務会計関連システムワーキンググループ

【担当システム】
•財務会計システム
•購買管理システム
•経営分析システム

【担当システム】
•固定資産管理システム

【担当システム】
•HOSPnet全体


